
 

 
早いもので１学期も残すところ２０日となりました。一時期は県内でも感染拡大が止ま

らず、遠足や社会見学を中止にするということもありましたが、これ以外はコロナ以前に

できていた行事や学習を行えたと思います。２学期からは給食後の歯磨きも復活させよう

と考えています。１２歳から６４歳のワクチン接種も実施される見通しですし、長いトン

ネルもようやく出口が見えてきた思いです。 

７月の予定  ※保健行事については「保健だより」や「学年だより」をご覧ください。 

 １日（木） ３年３組研究授業（５時間目） 授業終了後下校 

※水曜日の時間割です。３年３組以外は給食後の下校となります。 

 ２日（金） ＡＬＴ 育生会委員総会１９：００ランチルーム 

 ７日（水） 委員会活動（６時間目） 図書ボランティア 

 ８日（木） 健康相談１３：００～１６：３０ 

１３日（火） ＡＬＴ 移動図書 

１４日（水） クラブ活動（６時間目） 図書ボランティア 

１６日（金） 地区別子供会（５時間目 その後一斉下校） 

２０日（火） １学期終業式（雨天時は放送） 

２１日（水） 個人懇談（１） 

２２日（木） 海の日 

２３日（金） スポーツの日 東京オリンピック開会式 

２６日（月） 個人懇談（２） 

２７日（火）～３０日（金）夏休み水泳教室 

※８月２日（月） 夏休み登校日（８：２０登校 ９：３０下校） 

※８月２５日（水） ２学期始業式 

７月のスクールカウンセラー（ＳＣ）は、２日、１２日、１９日の３回です。事前の予

約が必要です。子育ての事や日頃ちょっと気になっている事など、お気軽にご相談くださ

い。（担当：教頭 ４７１－２２００）北校舎１階のカウンセリングルームへ直接お越しく

ださい。 

熱中症対策として 

 １年で最も暑い季節がやってきました。お子様の命に関わることとして熱中症が非常に

心配です。登下校時のマスクの着用も、お友達との間隔を開けて外すよう、ご家庭でもご

指導をお願いします。また、ランドセルについてですが、背中が密着していて熱がこもり

やすいこともあり、できるだけ荷物を減らすようにした上で、手提げかばんやリュックの

使用を許可します。期間は７月１日から１０月１日までとします。お子様とお話の上、ご

判断いただければと思います。 
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プール開き 

 ２年振りの再開に向け、６月１０日に６年生がプールをピカピカに掃除をしてくれまし

た。そして迎えた２８日、プール開きを行うことができました。例年ですと、水泳指導の

合間に自由時間があり、友達と楽しく戯れているところですが、今年はそれもなく、泳力

の向上に専念しています。翌２９日からは５年生以下の子供達も水泳指導を実施していき

ます。それにしてもマスクを外した子供達の顔を初めて見たような気がします。日頃は目

元だけですが、やはり表情を感じ取るのに口元も大きな要素だと実感しました。 

出前授業 

 ６月には外部の方からの出前授業がありました。 

（１）交通安全教室 ６月１日（火）１・３年生 体育館 

 交通安全協会と東警察署の方から、交通ルールについて教えていただきました。この教

室の後、横断歩道を渡る際に手を挙げる１年生が増えました。しっかりお話を聞くことが

できています。 

（２）ごみ収集についての学習 ６月１７日（木） ４年生 運動場、ランチルーム 

 市役所からごみの分別やリサイクルについて教えていただきました。また、パッカー車

も来てくださり、どのような仕組みになっているのかも教えていただきました。 

（３）音楽鑑賞と英語交流事業 ６月２１日（月） ６年生 体育館 

 海外でも活躍されている演奏家の岡なづきさんにお越しいただき、鬼滅の刃の主題歌や

中島みゆきの「糸」、オリジナル曲など、サックスの生演奏を聴かせていただきました。や

はりプロの方の演奏する音は迫力が違います。また、この後、英語の学習もしていただき

ました。２年振りの芸術鑑賞でした。本物を観る、聴くという機会は子供達に必要だと改

めて感じました。 

中庭の楠 

 今年度、北校舎のトイレを改修する予定になっています。これですべてのトイレが新し

く清潔になります。また、校舎の補修工事も予定されています。いずれの工事も中庭に大

型の車両が入るため、中庭

にあった大きな楠を切る必

要が出てきました。チェー

ンソーの音が響く中、何人

もの子に「何で切るん？」と

の質問を受けました。「工事

をするのに大きなトラック

が入れるようにするためや

で。」と答えましたが、みな

どこか寂しそうな顔をして

います。感性豊かな子供達

の心を傷つけてしまったと

思いました。 


